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令和８年第３回定例会　代表質問通告書

順位 議席 氏名 質問の要旨 答弁者

会派 前進

１ 1番 恒賀　愼太郎 市長
教育長
関係者

①自主防災組織と防災士協議会との連携をどのように進めていく
か。また、外国市民への対応は

②避難路確保につながる空き家除去に対する支援、及びその後の固
定資産税の減税の検討は

③防災備品購入助成の拡充、見直しの検討を

④豪雨対策としての排水施設整備の推進

⑤佐賀関火災を教訓とした地域の絆を再生するための取組は

⑥防災・減災対策を進めるための官民連携の協議会の立ち上げを検
討すべきでは

①中津市における犯罪防止活動の現状は

②市独自予算で防災、監視カメラ増設のスピードを上げるべきでは

③子どもから高齢者等が犯罪に遭わないための取組

①市内団体による婚活イベントへの助成及び連携の見通しは

②中津南高耶馬溪校の魅力、特色ある学校づくりに対する中津市の
支援状況は

③教育活動を推進するための資金調達としてクラウドファンディン
グの導入検討は

①おおいたスタートアップ事業に対し、市の取組と実績は

②市として地域をけん引できる企業を育てるため、どのような施策
を考えているか

③中津流ＤＸアワードの経緯と内容。合わせてその成果は

④全職員にノートパソコンを支給した成果と今後の方向性

①中津市の第一次産業の現状は

②第一次産業の後継者減少対策は

③温暖化による生産品目減少対策は

①第２次「な活」観光のすゝめ計画の成果と課題は

②大分県が進める滞在型観光に合わせて市として取り組むにぎわい
づくりの発想は

③「道の駅」と「ＪＲ中津駅」の活用方法として建設的アイデアは

1. 防災、減災対策

2. 市民の安心、安全確保

3. 少子化対策並びに教育について

4. 産業振興と中津流ＤＸについて

5. 第一次産業継続の振興策は

6. 観光政策
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会派 市民の会

２ 10番 大塚　正俊 市長
教育長
関係者

①災害に強い安全なまちづくり

②地域医療・救急医療体制の確保

③誰もが生き生きと暮らせるまちづくり

④地域コミュニティの活性化

⑤みんなが子育てしたくなるまちづくり

①企業立地促進と中小企業の事業継続・人材確保の支援

②若者や女性が働きたいまちづくり

③農林水産業などにおける担い手確保・育成と収益性向上

④移住・定住・ＵＩＪターンの促進

①平等な学びの機会の確保とこどもの可能性を広げる教育

②安全・安心な学校給食提供のための環境整備

③「環境共生都市なかつ」の実現

④「命」を守り「くらし」を支える交通網の整備、内水氾濫対策

⑤持続可能なコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり

⑥持続可能な行財政運営

⑦中津市制１００周年（２０２９年）に向けて

会派 日本共産党

３ ５番 川内　八千代 市長
教育長
関係者

①体育館のエアコン設置と施設の改修

①ＰＦＩ方式、センター方式の見直し

②安全な食器を

①全市民に行き渡る給付金を

②中小企業支援

①持続可能で安定的・自主的な発展をめざす問題

②水路の災害復旧

③介護事業の改善

①補助金不正受給事件

②不当要求解決の取組

③住宅新築資金等貸付金の解決に向けて

①憲法第９条の遵守と非核三原則の堅持

②自衛隊への名簿提供

1. 安心づくり

2. 元気づくり

3. 未来づくり

1. 教育設備改善

3. 学童保育所の充実・改善

4. 中津南高耶馬溪校の寮建設

5. 物価高騰対策

6. 住み続けられる中津市へ

7. 公平・公正な市政運営に

8. 平和を守る市政

2. 学校給食事業は公共の責任で


